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ここで紹介す る演示 |ま ,電 気ブランコによる  ■

1電流か磁界の中で受ける力_の 学習後,モー タ

ーの整流千力つ くりを示すもυ)である。空間の把

梶が苫手な生徒 11立 体 |′ 1勺 なモデルを示し,電流 ,
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10 図 1を 参ち|こ モーダーの簡易なモデルをf′ド製

してお くビ生徒を教車l:11,1↓ :41)る
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12 まず.図 2の ようIIラ ップの心に貼ったアル
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ここでモークーの事iri子 |こ 崚十1る 部
`)|フ

ラ

シとtlう  を示し, 図 ―[J)よ う|ニ ブラシカモテ

jレ
|′ )~'′ lレ ミチーワ十二||― ド線を―

:り なぎ.幣 it J′

を|ま さむ:左側にあ _)た l専 線が上向き|」 )力 を■

(す [!1転すろニヒを確認さ‐
t「 ろ :
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]左 側(Iあ った
'享

線が回転 し右側に来ると、整

流 子によ :〕 電流の流れが変わ t,、 今度は下向 き

の 力を受けることを確認させ る.こ の くり返 し

|二 よって回転 し続 |す ることを説明する
=i

、0 最後|ニ モーターを分解し 1下 部のッメを開く

と内部の構造を取り出せる
',磁

石, I]イ ルお

よび1爆荒了・=ブ ランを確認させる 11ス 1511.

爾解説

モデ |し が、モーターのもつしくみであることを

伝えずに.前日の応用として演示し,最後にこれ

が何に不!1用 されているか間うという展開もよキヽ3

モーターを分解すると整流子は 21彙 でな く :R極

であることがわかる.: 2極 のち 1:う ど谷間に止ま

ってしまlヽ ,電流が流れな tヽ ことがなキヽようなし

くみとなっている
=

この後にエナ メル線.磁石.ク リッーフでモータ

ーをつ くらせると。なぜ片側のェナメルを半分だ

け剥がすのかも理解でき,意味深いものづ く:つ の

授業となる^

まきの たかし (品川区立荏原第一中学校主任教諭 )

ミラープ`を導線 |二

つなど,電流を流

すとどう動くのか

問いかける。電流

が磁界の中で受け

る力を確認させる。
10 12‐で左側にあっ

た導線が 11向 きの

力を受け,回転し

右側に来ると,図

3の よう|二 リード

線が交たし,右に

来た導線は再び |.
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